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・この度は CATV用無停電電源供給器をご採用いただき、誠にありがとうございます。 

・ご使用前にこの取扱説明書をよくお読みいただき、正しくご使用ください。 

・お読みになった後は、いつでも読める所に必ず保管してください。 
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 は じ め に                                                     

▼ 概 要 

・本器は、CATV施設機器へ電力を供給するための無停電電源供給器で、常時は商用電源 AC100Vを AC60Vに 

  降圧して電力を負荷へ供給し、これと並行して蓄電池に充電します。 
 
・台風、地震、送電事故など停電になった場合、自動的にインバータが起動し、蓄電池の直流電力を交流 

  電力に変換して負荷に給電を継続します。 
 
・本器は、変圧器・インバータ・充電器及び蓄電池などで構成され、これらを防雨構造の筐体に収納した 

  無停電電源供給器です。 
 

▼ 特 長 

・本器はセーフティ回路の採用により商用電源のみの運転にすることができ、コントロール部の保守や蓄電池 

  の交換を無停波で実施できます。 
 
・発動発電機の AC100Vを非常入力コネクタに供給することにより商用電源と同様の運転が可能です。 

  (11ページの『発電機入力方法』をご参照ください。) 
 
・蓄電池の過放電による損傷を防止します。 

  停電が長く続き、蓄電池が規定電圧以下に下がりますと過放電防止回路が動作しインバータを停止させ、 

  蓄電池が過放電により損傷するのを防ぎます。 
 
・外部から動作状態を確認できます。 

  本体底面に設けた LED表示灯により、入力(緑色)･出力(赤色)・充電(橙色)の状態を外部から確認できます。 

  (13ページの『LED表示灯と推定要因』をご参照ください。) 
 
・電圧測定用の測定端子を設けてあります。 

  内部パネルの｢電圧測定端子｣で、蓄電池電圧・蓄電池充電電圧・出力電圧を測定することができます。 
 
・出力電流の測定箇所が設けてあります。 

  トランス部の出力電流測定箇所でクランプオンタイプのテスターにより容易に測定することができます。 
 

・添付品 

①  密閉型小型シール蓄電池(FLH12240L/古河電池製)・・・４個 

  ②  蓄電池ケーブル・・・１セット 

  ③  AC100V入力ケーブル(ビニールキャプタイヤ・２芯－2.0mm2/VCT2-2.0 3m)・・・１本 

  ※  上記は全て本体に組み込まれております。 

 

・別売オプション品 

  ○ケーブル類 

    WCH0001    AC100V非常用入力ケーブル   ５m 

                (防水メタルコネクタ/AC125V/15A-3P防水コンセント) 

  



4/18                                       3173-3701D 

 

 動 作 説 明                                                     

▼ 変 圧 器 

   常時は商用電源 AC100Vを、トランスにより AC30V に降圧して負荷へ給電すると同時に、コントロール 

   部の充電回路に電力を供給します。 
 

▼ コントロール部 

・インバータ回路 

    スイッチング素子に MOS・FETを使用して蓄電池の直流を効率良く交流に変換する回路です。 
 

・充電回路 

    商用電力充電時に蓄電池をトリクル充電して停電に備えます。 

    制御回路で出力を定電圧・定電流に制御して、蓄電池に最適な充電を行います。 

    充電電圧(温度補正回路付)・・・DC54.6V±0.4V(25℃時  蓄電池電圧測定端子において) 

    定格充電電流・・・・・・・・・DC0.6A±0.2A 
 

・過放電防止回路 

    停電してインバータが動作中、蓄電池電圧を監視し、規定電圧以下になるとインバータを停止させます。 

    一度インバータが停止しますと、商用電力が復帰して回路がリセットされるまでインバータは動作 

しません。 

    蓄電池過放電停止電圧・・・・DC41V±1V以内(規定値) 
 

・停電動作周波数 

    停電動作時の出力周波数は商用電源の周波数に限らず 60Hzとなります。 
 

・アラーム出力 

    停電動作時アラームの出力は無電圧の接点出力となります。 

  ◇ 無電圧接点出力  アラーム出力端子の２極間には半導体リレーが接続され、停電動作時にメイク 

                     (クローズ)し、商用運転時はブレイク(オープン)しています。 

  

 

 

 

 

 

▼ 蓄 電 池 

    長寿命型シール鉛蓄電池を採用し本器使用で約 10年の寿命が期待できます。シール型鉛蓄電池は面倒 

な補液などの保守は不要です。 

    トリクル充電を行い、満充電状態を維持します。過放電防止回路が動作するまで放電した蓄電池を回復 

    するまでに要する時間は約 50時間です。 

  

※テスターについて 

  本器で電圧を測定する際には“実効値型テスター”(TRUE RMSと表示があるもの)をご使用ください。 

実効値型テスターをご使用することにより、正確に電圧を測定することができます。 

平均値型テスターでは停電動作時での出力電圧は測定できません。 

本説明書にて必ず実効値型テスターをご使用頂きたい箇所には実効値型使用と表示しております。 
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 各 部 名 称 と 働 き                                            

★ 外 観 図 
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★ 内 観 図 
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蓄電池交換記録表



7/18                                       3173-3701D 

 

 設 置 方 法                                                     

▼取付方法 

支柱（ポール）への取付 

  ① 吊り金具(２ヶ所)にワイヤーを掛けて、クレーン等で本装置を取付位置まで吊り上げてください。 

② 支柱取付金具に下記推奨取付バンドを通して支柱にしっかり固定してください。 

③ 作業終了後、取付バンドの締め付け具合を確認してください。 

 

 

                                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表１．推奨取付バンド 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

自在バンド型式 使用数 メーカ 柱径適用範囲 

IBT-408 ２ イワブチ φ250以内 

IBT-412 ２ 〃 φ370以内 

3BD-HC-12 ２ 〃 φ120～φ190 

3BD-HC-17 ２ 〃 φ170～φ260 

3BD-HC-23 ２ 〃 φ230～φ320 

3BD-HC-30 ２ 〃 φ300～φ410 

自在バンド×２ 

本装置は自立柱および電力柱に取付可能です。 

なお、本装置は重量物(約 71kg)のため安全対策に充分ご留意の上、 

柱径に合った取付バンドを使用して確実に固定してください。 
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 入 出 力 の 接 続 方 法                                         

※６ページ内観図参照 
 

①  入力ケーブル１を商用 AC100V電源に接続してください。入力表示灯５が点灯します。 

    入力端子台 10で電源電圧を測定し AC100V±10V を確認してください。 

    トランス部の入力電圧切換端子 20を測定電圧に最も近い電圧端子に接続を換えてください。 

 

 

 

 

②  出力の AC60Vは出力 FT コネクタ２より出力されます。 
 
③  アラーム出力は無電圧接点出力に設定されています。 
 
④  停電動作時周波数は 60Hzに設定されています。 
 
⑤  アラーム出力はアラーム出力コネクタ３のＦ型コネクタより出力されます。 

    Ｆ型コネクタをプラグで結線する時の締め付けトルク値は１～1.5 N･m です。 
 
⑥  出力コネクタ２及びアラーム出力コネクタ３のＦ型コネクタにプラグを結線し固定した後は、 

    必ず自己融着テープにて防水処理を施してください。 

 

 

 

 

 操 作 手 順                                                     

※６ページ内観図参照 

▼ 運転開始の手順 

①  入出力部の入力切換スイッチ 11 を商用側になっていることを確認してください。 
 
②  動作切換スイッチ 13 が“平常”になっていることを確認の上、入力ブレーカ 19を ONにしてください。 

    充電表示灯７が点灯し動作を開始します。蓄電池電圧測定端子 15 にて蓄電池の電圧が DC48V～52V の 

    範囲であることを確認してください。電圧が低い場合は、蓄電池及び接続を再点検してください。 

    電圧が高い場合は、弊社までお問い合わせください。 
 
③  蓄電池ブレーカ 14を ONにしてください。蓄電池 23 に充電が開始されます。 

    充電電圧は蓄電池電圧測定端子 15にて DC54.2V～55.0V(外気温が 25℃にて DC54.6±0.4V)の範囲である 

    ことを確認してください。 

    充電表示灯７が消灯している場合は、蓄電池に充電されていませんので弊社までお問い合わせください。 
 
④  出力ブレーカ 21を ON にしてください。出力表示灯６が点灯し給電を開始します。 

出力電圧は出力電圧測定端子 17 にて AC57V～63V(入力 AC100 時)の範囲であることを確認してください。 

    出力表示灯６が消灯している場合は、電圧が出力されていませんので弊社までお問い合わせください。 

 

 

 

  

機能アース端子８を必ず接地してください。 

入力電圧切換端子 20 の切換操作は、入力ブレーカ 19 が 

OFFであることを確認した後行ってください。 

感電の原因になります。 

出力電圧が規格値から外れた場合は必ず電源を切ってから、 

入力電圧切換端子 20 の接続を変更して調整してください。 
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⑤  停電状態での動作確認の為、入力切換スイッチ 11を非常入力側にしてください。 

    入力及び充電表示灯(５･７)は消灯しますが、瞬時に停電動作となり出力し続けます。 

    出力電圧測定端子 17 にて出力電圧を確認してください。AC53V～61Vが正常です。実効値型使用 
 
⑥  電源復帰時の動作確認の為、入力切換スイッチ 11を商用側に戻してください。瞬時に商用 AC100V電源に 

    切り換わり、④の状態に戻ります。全ての表示灯が点灯している事を確認してください。 

 

 

 

 

▼ 運転時の LED 表示灯の点灯パターン  (○：点灯  ×：消灯) 

・入力切換スイッチ 11が商用側で、入力ブレーカ 19 を ONにすると、筐体底面の表示灯は以下の通りに 

  点灯します。 
 

入力表示灯(緑) 出力表示灯(赤) 充電表示灯(橙) 

○ × ○ 
 

・蓄電池ブレーカ 14を ON にすると、蓄電池 23に充電が開始されます。表示灯の点灯は変わりません。 
 
・出力ブレーカ 21を ONにすると、出力 FTコネクタ２より AC60Vが出力されます。 

  筐体底面の表示灯は以下の通りに点灯します。 
 

入力表示灯(緑) 出力表示灯(赤) 充電表示灯(橙) 

○ ○ ○ 
 
・停電動作を確認する場合は、入力切換スイッチ 11 を非常入力側にするとインバータ動作が開始されます。 

  筐体底面の表示灯は以下の通りに点灯します。 
 

入力表示灯(緑) 出力表示灯(赤) 充電表示灯(橙) 

× ○ × 

 

・停電動作確認後は入力切換スイッチ 11 を商用側に戻して通常動作にしてください。 

  ※停電動作確認状態を続けたままにすると蓄電池 23の放電が進み、やがて動作が停止します。 

 

▼ 運転停止の手順 

①  蓄電池ブレーカ 14を OFFにしてください。 
 

②  出力ブレーカ 21を OFF にしてください。 
 
③  入力ブレーカ 19を OFF と、入力切換スイッチ 11 を非常入力側にして全ての表示灯が消灯した事を 

    確認してください。 

  

本器を改造、又は、乱暴な取り扱いによる 

損傷については補償できません。 
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 定 期 点 検                                                     

※６ページ内観図参照 

▼ 点検手順 (本器の性能維持の為“年に一回必ず”点検を行ってください。) 

１年に１回以上は点検を実施してください。外部の損傷状態の確認と蓄電池の点検及び、インバータ動作切

換の点検(７ページの運転開始の手順参照)を実施します。 
 
①  外部の損傷状態の確認 

    ・筺体はステンレス製なので腐食等の問題はありませんが、塗装の剥れが著しい場合は補修してください。 

    ・筺体に大きなへこみや裂傷、開閉扉の閉まり具合に問題があった場合は筺体ごと交換してください。 

    ・取付金具の固定ネジの締め付け具合を確認してください。 
 
②  蓄電池充電電圧 

    ・蓄電池ブレーカ 14 が ONの状態の時で、蓄電池電圧測定端子 15で測定してください。 

    ・充電電圧が DC52V～57Vであれば正常です。(外気温が 25℃にて DC54.6V±0.4V) 

    ・筐体底面の表示灯は以下の通りに点灯しています。 
 

入力表示灯(緑) 出力表示灯(赤) 充電表示灯(橙) 

○ ○ ○ 
 
③  蓄電池電圧 

    ・蓄電池ブレーカ 14 を OFFにしてその後１分以上おいてから、蓄電池電圧測定端子 15 で測定して 

      ください。 

    ・蓄電池電圧が DC24V～27Vであれば正常です。 

      電圧が低い場合は、規格値より停電動作時間が短くなる為蓄電池を交換してください。 

      電圧が高い場合は、弊社までお問い合わせください。 

    ・測定後、蓄電池ブレーカ 14を必ず ONに戻してください。 

    ・筐体底面の表示灯の点灯は②と変わりません。 
 
④  出力電圧 

    ・出力電圧測定端子 17 で測定してください 

    ・出力電圧が AC57V～63Vであれば正常です。(商用入力 AC100V時) 

    ・筐体底面の表示灯の点灯は②と変わりません。 
 
⑤  停電動作 

    ・停電状態での動作確認の為、入力切換スイッチ 11 を非常入力側にしてから、出力電圧測定端子 17 で 

      測定します。 

    ・出力電圧が AC53V～61Vであれば正常です。実効値型使用 

    ・筐体底面の表示灯は以下の通りに点灯しています。 
 

入力表示灯(緑) 出力表示灯(赤) 充電表示灯(橙) 

× ○ × 
 
⑥  最終確認 

    点検終了後、点検者は必ず入力切換スイッチ 11 を商用側に、蓄電池ブレーカ 14を ONの状態にして、 

    開閉扉の裏の『定期点検実施記録』に日付及び点検者を記入してください。 

    記入が終わりましたら開閉扉を確実に閉めてください。 

 

 

 

 

作業終了後は、入力切換スイッチ 11 が商用側、入力・蓄電池 

・出力ブレーカ(19･14･21)が全て ON、入力・出力・充電表示灯 

(５･６･７)が全て点灯していることを確認してから、開閉扉を 

確実に閉めてください。 
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 保 守 点 検                                                     

※６ページ内観図参照 

▼ 出力ブレーカが動作した場合 

  ・出力ブレーカ 21 が動作した場合は、負荷伝送路に異常(過大負荷･短絡等)があり機器を保護しています。 

  ・操作手順の『運転停止の手順』(９ページ参照)に沿って各ブレーカを OFF にして本器を停止させてから、 

    出力側の異常を取り除いてください。 

    異常を取り除かずに無理にご使用すると故障の原因になります。 

 

▼ 入力ブレーカが動作した場合 

・入力ブレーカ 19が動作した場合は、入力回路に異常(過大電圧・落雷等)があり、機器を保護しています。 

AC100Vの入力電圧が正常範囲(AC90V～110V)にあることを確認してください。 

・入力側に異常がある場合は取り除いていただき、入力ブレーカ 19を ONにしてください。 

出力ブレーカ 21 及び蓄電池ブレーカ 14を OFF にしても再度ブレーカが動作する場合は、ご使用を中止 

して弊社までお問い合わせください。 

 

▼ 蓄電池ブレーカが動作した場合 

   ・蓄電池ブレーカ 14が動作した場合は、蓄電池回路又はコントロール部に異常(過大負荷・短絡等)が 

     あり、機器を保護しています。 

   ・操作手順の『運転停止の手順』(９ページ参照)に沿って各ブレーカを OFF にして本器を停止させて 

     から、蓄電池側の異常を取り除いてください。 

     蓄電池側の異常を取り除いても再度ブレーカが動作する場合は、コントロール部の点検が必要です。 

     ご使用を中止して弊社までお問い合わせください。 

 

▼ 発電機入力方法(非常入力時・AC100V) 

   ・本器の停電が２時間以上になると予想される場合、発電機により AC100V を給電してご使用できます。 

   ・AC100Vを確認の上、当社指定のメタルコンセント(３ページの別売オプション品参照)を AC100V非常 

     入力４に接続してから入力切換スイッチ 11を非常入力側に切替えてください。 

     発電機からの入力になり、商用と同様の動作となります。 

 

 

 

 

 

 

 

  

発電機は出力容量が 600VA以上であり、且つインバータタイプの発電機を 

ご使用してください。 

上記以外の発電機のご使用や、発電機から本器までの配線が長い場合は、 

機器の誤作動や故障の原因となる事があります。 
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▼ コントロール部の交換手順 

 通常行う必要の無い事ですが、無停波でコントロール部を交換する場合は次の手順で行ってください。 

① コントロール部 12の動作切換スイッチ 13 を“保守”にしてください。 

② 蓄電池ブレーカ 14を必ず OFFにしてください。 

③ コントロール部 12に接続されている各コネクタを外してください。 

   (停電検出コネクタ 24を外すには 11mmのスパナが必要となります。) 

   パネル固定ネジを４ヶ所外してから、コントロール部 12を取り出してください。 

④ 交換用として用意した予備コントロール部を本体に組込み、固定ネジで４ヶ所固定してください。 

⑤ 蓄電池ブレーカ 14が OFFである事と、動作切換スイッチ 13が“保守”である事を確認してから、 

   各コネクタを接続してください。 

⑥ 動作切換スイッチ 13 を“平常”にしてから、蓄電池ブレーカ 14を ONにして通常の商用運転に戻して 

   ください。また、入力・出力・充電動作各表示灯(５･６･７)の点灯を確認してください。 

⑦ 確認の為、定期点検に沿って動作確認を行ってください。(10ページ参照) 

 

▼トランス部の交換手順 

 トランス部を交換する場合は次の手順で行ってください。交換作業中は必ず停電(停波)になります。 

① トランス部 18の入力ブレーカ 19・出力ブレーカ 21を OFFにしてください。 

② 入出力部９の入力切換スイッチ 11 を必ず非常入力にしてください。 

③ トランス部 18の各コネクタを外してください。 

④ パネルの固定ネジを４ヶ所外してから、トランス部 18 を取り出してください。 

⑤ 交換用として用意した予備トランス部を本体に組み込んでから、固定ネジ４ヶ所を固定してください。 

⑥ 入力ブレーカ 19・出力ブレーカ 21が OFFである事と、入力切換スイッチ 11が非常入力である事を 

   確認してから、各コネクタを接続してください。 

⑦ 操作手順の『運転開始の手順』に沿って通常の商用運転に戻してください。(８ページ参照) 

   入力・出力・充電動作各表示灯(５･６･７)の点灯を確認してください。 

⑧ 確認の為、定期点検に沿って動作確認を行ってください。(10ページ参照) 

 

▼ 保安器の交換手順 

 誘導雷により劣化又は破損した時に保安器を交換する場合は次の手順で行ってください。 

   ① 交換前に異常動作(トランス部・コントロール部の故障)が無い事を事前に動作確認してください。 

(定期点検 10ページ参照)  

② 入力切換スイッチ 11 非常入力に切換えて停電動作にしてください。 

  (出力表示灯６が点灯していることを確認してください。) 

③ 商用 AC100Vの給電を停止して入力端子台に AC100Vが印加していないことを確認してください。 

④ 保安器を予備保安器に交換してください。 

⑤ 商用 AC100Vの給電を再開してから、入力切換スイッチ 11 を商用側に戻してください。 

⑥ 確認の為、定期点検に沿って動作確認を行ってください。(10ページ参照) 
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 ＬＥＤ 表 示 灯 と 推 定 要 因                                  

(○：点灯   ×：消灯) 

 

入力 

(緑色) 

出力 

(赤色) 

充電 

(橙色) 

推定要因 

(◎：正常) 

○ ○ ○ 

◎商用電源から給電の運転時 

◎非常用電源から給電の運転時 

  (AC100V非常入力４への AC100 給電時) 

○ ○ × 

・コントロール部 12 の故障 

・充電回路の故障 

・充電表示灯７の故障 

・動作切換スイッチ 13が“保守” 

○ × ○ 
・出力ブレーカ 21のトリップ(又は OFF) 

・出力表示灯６の故障 

× ○ × 

◎停電時動作中 

◎入力切換スイッチ 11が非常入力の状態で、 

非常入力に電源が入力されていない時 

・契約ブレーカがトリップしている時 

× × × 
インバータ 

動作時 

◎過放電防止回路が動作 

・蓄電池ブレーカ 14が OFFの時 

・コントロール部 12 の故障 

・蓄電池 23 の寿命 

・蓄電池コネクタの接続不完全 

・主回路部の故障 

× ○ ○ ・入力表示灯５の故障 
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 蓄 電 池 の 交 換 方 法                                         

※６ページ内観図参照 

  ◎蓄電池を交換する場合は、次の注意事項をご確認の上作業を行ってください。 
 

（１）蓄電池の交換時期については下記の期待寿命を目安に行ってください。 

環境温度  *1 ２０℃ ２５℃ ３０℃ 

期待寿命  *2 １２年 １０年 ８年 

         *1 環境温度とは本器の設置場所の年平均温度 

         *2 期待寿命とはメーカのデータを元に計算した数値で、寿命を保証するものではありません。 
 

（２）蓄電池ケーブルが破損及び圧着端子が腐食している場合、新品の蓄電池ケーブルとお取替えください。 
 

（３）蓄電池の交換は必ず４個共新品の電池と取替えてください。 
 

（４）適合した蓄電池(FLH12240L／古河電池製)以外をご使用になる時は弊社までお問い合わせ 

      ください。 

 

▼ 蓄電池の交換手順  (商用入力時に行ってください) 

① コントロール部 12の蓄電池ブレーカ 14を OFFにしてください。 
 

② 蓄電池コネクタ 16から蓄電池ケーブルを外してください。 
 
③ 蓄電池固定金具を外してから、蓄電池 23を取り出してください。 

   液漏れをした場合は、本器の清掃を行ってから次の手順に進んでください。 

   (※蓄電池は重量物(約 10kg)の為、落下等安全に十分配慮して取り扱ってください。) 
 

④ 蓄電池から蓄電池ケーブルを外してください。 
 
⑤ 蓄電池ケーブルを新しい蓄電池に接続してください。（端子キャップを必ず組み込んでください。） 

   ＋(赤)・－(青)の極性を間違えないように注意してください。 
 
⑥ 新しい蓄電池を蓄電池ケーブル印字された番号どおり蓄電池収納部に収めてください。 

   (15ページ 蓄電池組込図参照) 

   ※この時ケーブルを挟んだり、引っ張ったりしないように注意してください。 
 
⑦ 蓄電池ケーブルコネクタ番号と蓄電池コネクタ 16 の番号と合わせてツメがロックされるまで挿し 

   込んでください。 
 

⑧ 蓄電池固定金具で蓄電池を固定してください。 
 
⑨ 蓄電池ブレーカ 14は OFFの状態で蓄電池電圧測定端子 15 にて電圧を測定して、規格内(DC50V～53V) 

   であることを確認してください。電圧が低い場合は、電池及び接続を再点検してください。 
 

⑩ コントロール部 12の蓄電池ブレーカ 14を ONにしてください。 
 

⑪ 入力切換スイッチ 11を非常入力にして、インバータ動作を確認してください。 

   (出力電圧を出力電圧測定端子 17 で測定して、AC53V～61Vを確認してください。実効値型使用 ) 
 

⑫ インバータ動作が正常に行われるのを確認後、入力切換スイッチ 11を商用側にしてください。 
 

⑬ 作業が終了しましたら、本器の開閉扉裏面の点検記録表に日付及び点検者を記入してください。 
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※ 蓄電池又は蓄電池を搭載した本器を長期間保管(６ヶ月以上)又は運転停止した場合は、蓄電池が 

   自己放電している可能性がありますので、定期的に通電(40時間以上)し蓄電池を補充電してください。 

   １年以上無通電で補充電されなかった場合は新品に交換してください。 

 

 

 

 

 

 

 

▼ 蓄電池組込説明図 

 

 

               ●極性に注意して添付されているケーブルを図のように接続してください。 

                 （＋極：赤   －極：青） 

               ●ケーブルを接続した蓄電池を図の配置にして組み込んでください。 

               ●ケーブルのコネクタを本体の蓄電池コネクタ１･２（図参照）に合わせて、 

                 つめがロックされるまで挿し込んでください。 

               ●蓄電池固定金具を取り付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

蓄電池ブレーカ 14が OFFである事確認した後、 

作業を行ってください。感電又は故障の原因となります。 

蓄電池ケーブルの取付作業は平坦な場所で行い、 

＋－端子間のショートや極性を間違えて接続する 

ことが無いように注意してください。 

蓄電池ブレーカ 14が OFFである事確認した後、 

作業を行ってください。感電又は故障の原因となります。 

●蓄電池の組込工事が完了しましたら 

①取扱説明書の操作手順に従ってインバータ動作の確認をしてください。 

②本体底面の入力・出力・充電の表示灯が点灯していることを確認して 

  から蓄電池交換記録表に記入の上、扉を確実に閉めてください。 

蓄電池４

蓄電池３

本体

蓄電池１

蓄電池２

蓄電池固定金具

１

２

４

３

－

－

－

－
＋

＋

＋

＋

蓄電池
ブレーカ

１２３４

蓄電池
コネクタ

M5ボルト  

M5ナット  

注意！
ボルトは必ず外側から
端子に差し込んでください。

端子キャップ

締め付けトルク値
 2～2.94N・m        

・蓄電池固定金具を取り付けてください。

＋ 赤
－ 青

ケーブル色
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 仕 様                                                           

 

項目 規格 備考 

出力容量 320VA  

無停電補償時間 ２時間以上 納入初期値(25℃にて) 

定格・冷却方式 連続・自然空冷  

構造 ・支柱(ポール)取付 

・防雨構造 
筐体は SUS304 

寸法 602H×300W×375D (mm) 取付金具等の突起物を除く 

質量 約 71㎏ 蓄電池重量を含む 

入力 

電源電圧 1φAC100V±10%  50/60Hz 
AC95V・AC100V・AC107V 

入力切換タップ付 

消費電力 
充電初期時   400VA以下 AC100V 入力時 

充電完了時   360VA以下 AC100V 入力時 

出力 

出力電圧 
商用時  AC57V～63V AC100V 入力時・負荷 0～100% 

停電時  AC53V～61V 蓄電池動作時・負荷 0～100% 

出力波形 停電時・矩形波 商用時・入力波形と同じ 

出力電流 5.3A以下  

出力方式 ＦＴコネクタ接続  

停電動作 

出力周波数 
60Hz±2%   商用時は電源周波数と同じ 

切換時間 15msec以内  

アラーム出力 
停電動作時にメイク(ON)となる 

無電圧接点出力 
F型コネクタ出力 

蓄電池 

規格 長寿命型小型シール鉛蓄電池 DC12V 24Ah 本器での寿命は約 10年 

構成 FLH12240L(古河電池)もしくは同等品４直列  

質量 約 10㎏／１個  

充電器 

方式 自動トリクル充電  

充電電圧 DC54.6V±0.4V(25℃にて) 温度補正付 

充電電流 DC0.6A±0.2A  

充電所要時間 約 50時間  

その他 

耐雷性 正負各 15kV (1.2×50μs) 入力－機能アース間 

絶縁抵抗 DC500V  100MΩ以上 入力－機能アース間 

絶縁耐圧 AC1kV  １分間 
入力－出力間・機能アース間 

(FT を除く) 

次ページへ続く 
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仕様の続き 

その他 

環境温度 -10℃～+40℃  

環境湿度 30～90％ 但し結露しないこと 

保護回路 

入力・出力・蓄電池共にﾉｰﾋｭｰｽﾞﾌﾞﾚｰｶによる保護 

充電器出力過電圧保護 

蓄電池過放電保護 

 

塗装色 協会色３号 マンセル 2.5B7/0.5近似 

環境汚染物質 

使用状況 
RoHS対応 蓄電池を除く 

 

▼ 製造番号仕様 

   ・製造番号７桁は銘板・コントロール部・トランス部の内部に表示 

    

▼ 出荷時設定(※６ページ内観図参照) 

ユニット名 名称 状態 

トランス部 

入力ブレーカ OFF 

出力ブレーカ OFF 

入力電圧切換端子 100V 

コントロール部 
動作切換スイッチ 平常 

蓄電池ブレーカ OFF 

入出力部 電源スイッチ 商用 
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 そ の 他                                                      

▼ 品質保証 

  本器の品質保証期間は、納入後１年以内です。その間に発生した弊社に起因する不具合については、 

  無償で修理、取り換えをさせていただきます。 

  但し、海岸沿い・重工業地帯・火山地帯・鉄道線沿い等に設置され、内部電気品の腐食に起因する不具合 

  が認められる場合は、有償となる場合があります。 

 

 

▼ 廃棄時のご注意 

 ・本器を廃棄する際は、産業廃棄物となりますので産業廃棄物処理の許可を受けた業者に処理を依頼 

   してください。 

 

 ・内蔵の蓄電池は本体から取り出し、端子部の配線は全て取り外し、蓄電池単体での処分となります。 

 

 ・蓄電池の処理は、法的な規制を受けますので、必ず専門業者、購入業者、または蓄電池のメーカ等に 

   依頼してください。 

 

※尚、本説明書の記載内容は 2022 年 12 月現在のものです。内容については予告なく変更することがあります。 

 

 

 

 

 

 


